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治水対策が住民の 水害 リス ク認知 に 与 え る影響

　　　一 利根川 水系 ・真間川 流域を対象に一
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In　the　Japanese　postwar　era，　flood　control 　measu エ es 　focused　mainly 　on 　river 　improvements 　and 　dams．　Meanwhile，
urbanization 　gave　birth　to　new 　fiood　risks ，　 so　comprehensive 　flood　control 　measures 　that　have　 storage 　facilities，
osmosis 　plants，　and 　so 貸 measures 　began．　This出esis　aims 　to　test　the　hypothesis　that　these　new 　flood　control

measures 　 h胛 e 　 not 　 only 　physical　 effects 　bu重 also 　psycho旦ogical 　 effects 　 to　 risk　 perception、　 By　 conducting 　 a

questiGnnaire　survey ，　it　became　cloar 　that　recognition 　of 　flood　control 　measures 　is　important　in　the　fbm ユation 　of

flood　risk　perception、
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1 ．研究の 背景

（1）は じめ に

　 我 が 国 は 古 来 よ り風 水 害 被 害 に悩 ま され，そ れ に 対 応

す る よ うに 治 水 対策 を進 め て き た経 緯 が あ る．

　近 代 に お い て 特 に被 害 が 深 刻 で あ っ た の は戦 後間 もな

い 頃 で あ り，国 土 の 荒 廃 と相 ま っ て 甚 大 な被 害 を被 る風

水害被害を 幾度 も経験 し て き た，

　 こ れ らの 風 水 害 は 戦後 の 経済成長 を 目 指す我 が 国 に と

っ て 深 刻 な 問題 で あ り，国 主 導の も と 重 点的 な整備 を 行

っ て きた．そ の 結果，整備 の 進 展 に 伴 っ て 風水害 に よ る

死 者 数 は 減 少傾 向 に あ る もの の ，依然 と し て 毎年 の よ う

に 被害が発 生 し て い る ．

（2）増 加 傾 向 に あ る豪 雨 発 生 頻度

　 近 年，地 球 温 暖 化減 少 に 伴 い 異常気 象 が 増加 傾向に あ

る と考 え られ て お りD ，世 界 各 地 で 記録的な 豪雨が 多発

し て い る．

　 口本 にお い て も近 年 で は記 録 的な 豪雨 が 多発 し て い る ．
図 1 は 日本 国 内の ア メ ダス 観 測所 で 観 測 され た 時 間雨量

100mm 以 上 の 降雨 の 発 生 回 数 で あ る が，こ こ 数 年 で の 発

生 回数 が特 に 多 い こ とが読み 取 れ る．

　 こ の よ うな記録的豪雨 時 に は甚 大 な 被害 が発 生 し易 く，
豪雨の 回 数 が増 え て い る現 状 に お い て，治 水 対 策 は 何 ら

か の 転換 を強 い られて い る現状 に あ る．
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図 1　 時間雨 量 100mm 以上 の 観測 回 数
2〕

（3）治水対策の 転換

　戦後 の 治水 は ，河 道か ら水 が 溢 れ な い よ うに整 備 す る

こ とを 強く意識 し た方針の 基 で行 わ れ て きた ．そ の 為 に

堤 防の 整備や，治水ダム の 建設 とい っ た ハ ード対 策 （河

川 対 策 ） を 中心 と し た 整 備 を行 っ て き た．こ れ らの 治 水

整 備 は 水 害被害発生 回 数や浸水被害 面 積の 減少 等 の 治 水

安 全 度向上 に 大 きく寄与 し、住民 も河道か ら水 が 溢 れ る

こ と は な い と考 え る よ うに な っ た と 推測 され る t／そ の 為 、
河 道 か ら水 が 溢 れ た場合 の 対策は 後 回 し に され，ひ とた

び 堤 防 の 決壊 な どが 起 こ る と，甚大な被害が 発 生 す る傾

向 が顕 著に な っ て き た，
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　 図 2 は 年 度 別 の 水 害被害額 密 度 （総 浸水 面積 あ た りの

．
般資産水害被害額） と宅 地 等の 水害区域面積 （総浸水

面 積 ） で あ る が，近 年 前者 の 値 が 急 激 に 上昇 し て い る こ

と が分か る．
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図 2　水害被害状況 の 経年変化
n〕

　そ こ で ，河 道 か ら水 が溢 れ た 際 に も被害を最小 限 に 抑

え る こ と を 目 的 と して ，1987 年 か らは 超 過 洪水対策，
1997 年 か らは 樹 林 帯 の 整 備 な どが行 わ れ て き た，また，
1977年 か らは 総合治水対策が 行わ れ （表 1 参 照 ），従来

の ハ
ー

ド対策 （河川対策） の み な らず，流域に 雨水貯留

浸透施 設 を整 備す る こ とで 洪 水 ピー
ク 流 量 を低 減 す る ハ

ー ド対策 （流域対策）が と られ 始 め た、更 に 洪水 ハ ザー

ドマ ッ プ の 作成や情報伝達体制の 強化，氾 濫の 危険性 が

高 い 地 域 の 市 街 化 の 抑止 とい っ た ソ フ ト対 策 の 整 備 も進

め られ て い る．2005 年 に は水 防法 が一．部 改 正 され 各 市 町

村 に お い て 洪 水 ハ ザードマ ッ プ の 作 成 が 義 務化 され る な

ど，近 年で は ソ フ ト対 策 の 重要 性 も 高ま っ て き て い る，
一

方 で，財 政 的 に公 共 事業 へ の 批 判 も強 い 中 で，全 国 各

地 で ハ ード対 策 が 進 ま な い 現 状 が あ り，住 民 の 治 水 対 策

へ の 意 向 を汲 み 取 る こ とは 重 要 で あ る とい え る．

表 1 総 合 治 水 対 策 に おい て 行 わ れ る対 策

治 水 対 策

ハ
ー

ド対策
ソ フ ト対 策

河 川 対
．
策　　　　　　流 」或対 策

治水ダム 調整池 ハ ザ
ー

ドマ ツ プ

調 節 池 ・遊 水 地 校 庭 貯 留 情報 伝 達体 制 整備

放水路 （分 水路） 公 園 貯留 情報収集体制整 備

河 道 拡 幅 雨 水 浸透 マ ス 水防活 動強化

堤 防 の 嵩 ヒげ 透水 性 舗 装 土地利用規制政策

ス ーパ ー堤 防 盛 十 の 抑 制 耐水性 建 築の 奨励

　 こ れ に 関 し，住 民 の リス ク認 知 に 与 え る要 因 を調 べ た

研究 は多 い
51ε1

．　
．
方 で 、治水対策が行 わ れ る こ とで 住民

の 水 害 に 対 す る考 え は 変化 す る と考 え られ る が、治 水 対

策 が 住 民 の 水 害 リス ク認 知 に与 え る影 響 を調べ た研 究 は

少 な い ．そ の 中で も，個 々 の 治水対策が 住民 の 水害対策

に 影 響 を 与 え る影 響 に 関 して は，幾 つ か 言 及 され て い る

が
渊 9：1

，定 量 的 な分 析 が され て い な い ．

2 ，研究 の 目的

　戦後 の 日本 の 治水対策 はハ
ード対策 （河川対策） に 偏

っ て い た面 が 強 く、そ の 結 果 と し て 住 民 に 偏 っ た水 害に

対す る考 え を 与 え て き た と推測 され る。一方 で 、近 年 は

ハ
ード対策 （流域対策）や ソ フ ト対策な ど、様 々 な 治水

文1策が 行 われ て お り、住 民 の 水 害 に 対す る 考 え に 与 え る

影響 も変 化 して きた と推 測 され る。
　 上 記の 状況 を踏 ま え，本研究 で は 個 々 の ハ

ード対策

（河 川 対 策 ，流 域 対 策） や ソ フ ト刻策 等 の ，治水 対策の

存在 や 効果 に対す る認識が ，流域住民の 水害 リス ク 認知

に 与 え る 影響 を 定 量 的 に把握す る こ とを 目的 とす る ．治

水 対 策が リ ス ク 認 知 に 与 え る 影響 が 分 か る こ とは ，今後

の 治水方 針への 住民の 意向を汲 み 取 る た め に ，非常 に 重

要で あ る と考 え られ る，

　 ま た ，治水対 策 の 存在や効 果 が ，今後 の 治水 対 策 へ の

意向や，個 々 人 の 水害対策 に 与 え る影響も併 せ て 分析す

る こ ととす る．

3 ．研究の概要

　本 研 究 で は ア ン ケート調 査 を行 うこ と で ，住 民 の 水 害

リス ク認知 を 把握す る こ と とす る．

　ま た，ア ン ケート分 析 に よ り得 られ た データ は ，数量

化 H 類 や 共 分 散 構 造 分 析 等 の 統 計 的 手 法 を用 い て 分析 を

行 う、研 究 の 流 れ は 以 下の 図 に 沿っ た 形で 行 う，

研究の 背景・目的 「，，
一 一

　 　 水害リスク認知 を取 り巻く

［
　 　 　 因 果連 鎖構 造 の 把握

　 （既往 研 究 及び 自身 の仮 説 より）

ア ン ケート調査
対象 地 域 の選 定

一

水 害 リス ク認 知 に関するアン ケート調 査 の実施

一

治 水 対策 が 水 害 リス ク認 知 に

　 与 える影響の 考察

水 害 リスク認 知 が治 水 対 策 へ の 意 向

　 　 に与 える影響の 考 察

一 一

（4）水害 リス ク認知に 対する研究の 現状

　 リス ク 認 知 と は，人々 が リス ク を主 観 的 に どの よ うに

捉 えて い る か を意 味 す る もの で あ り
1：1，客観 的 な リス ク

とは ズ レ が生 じ易 く，災害 に対 す る認知に 関 し て は リス

ク を低 く見 積 も る こ と が ．．．般 的 で あ る．

　 そ の 為，各個人 に 対 し て 正 確な 水 害 リス ク を伝 え る こ

とで，住民 個 人の 水 害 対 策 実 施 等 へ の 啓 発 な どが 期 待出

来 る、また，現 状 の 流 域 の 治 水 安全 度 を認 知 す る こ と は ，
今後 の 治水整備 に刻す る住民 の 意向 を適切な 方 向に 導 く

こ とに も資す る と考 え られ，住民 参加 の 河 川 整備 進 展 の

為 に も 重要 で あ る．

［
一一 一

一
一一

「

図3 研 究 の 流 れ

4 ．調査対象流域 の選 定及 び概要

（↑）調査 対象流 域 の 選 定

　 本 研 究 で は 個 々 の 治 水 対 策 の 存 在 や 効 果 に対 す る認 識

が 流 域住 民 の 水 害 リス ク認 知 に 与え る影響 を定 量 的に 把
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握す る こ と を 目的と して い る．そ の 為，多 くの 治水対 策

が 施 され て い る 流城 を 選 定す る必 要 が あ り，本 研 究 で は

総合治水対策指定河川か ら対象流域を選 ぶ こ と と した．

　総合治水対 策指定河 川 で は，従来型 の ハ
ー

ド対 策 （河

川 対 策 ） の み な らず ，降雨 の 流 出 を 遅 らせ る ハ ード対 策

（流域 対 策）や，ハ ザ
ー

ドマ ッ プ な ど の ソ フ ト対 策 も含

め数多 くの 治水対 策 が 行われ てお り，個 々 の 治水刻 策 が

リ ス ク 認 知 に 与 え る 影 響 を 調 べ る 為 に は 相応 し い と 考 え

る．

　現 在，総合治水対 策指定河川 は 全国 で 17 河川 が指定さ

れ て い る．そ の 中 か ら 治水 対 策 の 種 類 が 多 く，か つ 調 査

の 行 い 易さの 点 か ら，流域面 積 が 広すぎない 流域 と し て，
利根川 水 系 の 真間 川 を刻 象地 と して 選 定 した．

（2）真間 川 流域 の 位置

　真 間 川 流 域 は 千葉 県 の 西 部 に位 置 し，利 根 川 水 系 に属

す る。流 域 内 に は
一

級 河 川 で あ る真 問川 ・国 分 川 ・春 木

川 ・大柏川 な どが 流れ，古 くか ら流域 の 住 民 に 親 し まれ

て き た．　 （図 4 参 照 ）流域面 積 は 65．6kmU、本 川 で あ る

真 間川 の 長 さは 8，5km で あ る。

図 4　真間 川 流域 位 置 図

図 5　真間 川 流域 図

　 し か し，戦後 に 流域 の 市街化 が 急激 に 進行 した こ と も

あ り，河 川 の 改 修計 画 規模 を 上 1口 1る豪 雨 に よ り幾度 も水

害の 被害に悩 ま され て き た．

　そ の 後 ， 住 民 と行 政 の 協力 と努力 に よ り水 害 に対 す る

安 全 度 は 少 し ず っ 向上 し て い るが ，近 年 は 記 録 的 な集 中

豪雨 が全 国 的に 多発 して い る こ と も あ り，今後 も真 間川

流域で 大雨 に伴 う水害の 被害が 予想 され て い る．

（3）過去 の 水害被害と治水対策

　真 間川 流域で は頻繁 に 浸水被害 が 起 こ っ て お り，1958

年 9 月の 狩 野 川 台 風 で は 5，　OOO 戸 以 上 の 家屋 が 浸 水被害

を受 け，そ の 翌年か ら真 間 川 の 改修 に 着手 した．そ の 後，
昭 和 40 年 頃 か ら流域の 市街化 が 著 し くな り，1979 年か

ら総 合 治 水 特 定河 川 事 業 に よ り河 道の 改 修 を進 め る と と

も に，1981 年 ，1986 年，1993 年 に発 生 した洪 水 被害 に

対 して そ れ ぞ れ 河 川 激 甚 災害対 策特 別 緊 急事業 の 採 択 を

受 け 改 修 を行 っ て き た．そ う し た整 備 の 進 展 に よ り，最

近 で は 治水安全度 が 向上 し，被害 は徐 々 に 軽減 され て き

て い る，表 2 に は，真 間 川 流域 に お け る主な水 害被害 の

一
覧 を示 す．

表 2　真間 川 流域 に おけ る 過 去の 水害被害
L°〕Ll〕

雨量 浸水被 害

年 月 被 害要 因 累計

（mm ）

時問最た

〔mm ！h・）
家屋浸水

　　〔尸 〕

浸水而
1
積

　 〔hの

19589 首風 22号 332 6050 工6736 ，0
196110II 風 24 弓

． 138 271486 一

19666 口風 4号 99 一 1812383 ．0
／99110 口 風 24号 202 604880677 ．0
19829 台風 18号 148 23lO95422 ．O
19868 台風 10 弓

． 175 282967414 ．0
19898II 風 17 号 llO 34196792 ．0
19938 創 虱11 号 229 562382400 ．0
19969 自風 17 号 265 31 306112 ．0
20007 口 風 3号 268 51 41 一

2〔，（，3lo 集 中豪雨 56 54 155 一

2004101
厂
1 風 22 号 198 20 正5 1．5

（4） 真 間 川 流域 の 土地 利 用

　 真 間川 流 域 は 東 京 に 隣接 す る 好 立 地 な た め，高度 経 済

成 長 期 以 降 に 通 勤 圏 と して ，鉄 道 の 沿線 を 中 心 に 急激 に

宅 地 開 発 が 行 わ れ た．

　そ の 結果，1955 年 は 23％ 程 度だ っ た流域 の 市街化 率 が ，
現 在で は約 65 ％ を超 え る市街 化 率 に まで 達 した．ま た，
今 後 東 京 10 号線延 伸 新線 （北 千 葉線）や 東 京 外 郭 環 状 道

路 の 建設 が 計 画 され て お り，更 に 約 18％ 程 度 の 市街 地 面

積 の 増 加 が 予 測 され る，

1955 年

1999年

　 　 　 　 囲 市街 地 口 水 田 田 畑
・
そ の他 ロ林 地

O』 　　　 10咒　 　　20 ％　　 　30k 　　　40％ 　　　50V 　　　60 ％　　 　70晃　 　　SOM 　　　90 艶　　 1001i

難睡 飜

韈、驪 萋

羅

羹
一 一 騨酬

鬱一 圭 蒭翻
図 6　真間 川 流域 の 土地 利用状況

12｝
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　 以 上 よ り，戦後 の 市街 化 に よ り頻 発 す る よ うに な っ た

水害 は，総 合治水 対 策 等 を行 うこ と で 被害 が 軽 減 化 した

が，今後も更に 市街化 が進行すれ ば新たな水害 に よ る被

害の リス ク が 生まれ る．

　 こ の 様な状 況 下 に お い て ，流域 の 住 民 の 水 害 リス ク 認

知 を把握 し，今後の 対策 の 為の
一

助 とす る こ と は，非常

に 重要 で ある と裏づ け られ る．

　 ア ン ケート調査 を行 うに あ た っ て は，治水対策 が水害

リス ク認 知 に 与え る影 響 が あ る と仮 定 し た 基 で ，主 要な

項 口間 の 因果 連鎖図 を考 え た．矢印 に 方 向性 を持 たせ た

上 で の 関係 図 を 図 7 に示 す．

　本 研 究 を行 うに あ た っ て は，こ の 図 を基 本 と し た 上 で ，
そ れ ぞ れ の 項 日間 の 関 係 が 明 らか に な る よ うに 個 々 の 設

問 を考 え，詳 細 な設 問 に あた る こ と と した．

（5）真間川 流域 に おけ る主な治水対策

　真 間川 は昭 禾II54年 に総 合治 水 対 策特 定河 川 に指 定 さ

れ ，そ の 後，流 域 内 の で は 多 くの 治 水 対 策 が 行 わ れ て い

る．以 下 に は 実際に 行わ れ て い る対 策 と，そ の 内容 や 役

割 を示 す．

a ）ハ
ー

ド対策 （河 川 対策）

・堤 防の 強化 や 嵩上 げ［堤 防の 決壊 を防 ぐ］
・河 道の 砂 利 等の 除去 ［河 川 の 流下 をス ム ーズ にす る｝
・放水路［別の 河川 へ水 を流す］
・調 節池 ・遊水地 ［河 道の 水 を

一
時的 に貯 め る］

b）ハ
ード対 策 （流域 対 策）

・調 整池［河道 へ の 流 出 前に
一

時的に水 を貯 め る］
・校庭貯留 ［雨水 を地 上 面又 は地 下 に

．
時的 に貯 め る］

・公 園 貯 留 ［雨水 を 地 上 面 又 は地 下 に
一H寺的 に貯 め る］

・雨 水浸透 マ ス ［各戸 に設 置 し，雨 水 を浸透 させ る］
・透水性舗装［雨水 を 土中に浸透 させ る］
・盛 土 の 抑制［遊水地 域 で の 遊水機能 を確保 す る］

G）ソ フ ト対策
・洪水ハ ザ

ー
ドマ ッ プ ［水害時の 危険性や避 難場 所 等 を示

す］
・緊急情報メ

ー
ル 配信サ

ー
ビ ス ［災害発 生時等に 緊急事項

を 携帯電話 等ヘメ
ー

ル で 配 信す る］
・情報収集 ・伝達休制の 強化［避難情報や危険情報 を迅 速

に集 め，各住民に 行き届 くよ うに す る｝
・
高床 式住 宅建 設時の 助成［浸水時 に 被害 が 出ない よ うに

す る ］
・水 防活 動［十 の う積みや 増水時 の 見回 り等彳了う］
・流 域 内の 3 地域区分［氾濫 の 危険性 が 高い 地 域 の 市街化

抑 制 ］

（2）設 問 項 目

　 ア ン ケートを行 うに あた っ て の 設 問は ，大きく分けて

  〜  の 5 区分 と した．また，（ ）で 示 され る 各質問の

回 答 方法 は 【 】に 示 され た 方 法 に よ る もの と し た ．

  災 害 経 験 と 自宅 で の 水 害 対 策

（1）過 去 の 災害種 別 の 経 験 の 有無 【複数選 択 可】

（2）真 間川 流 域 で の 水 害 被害経験 【複数選択可】

（3）水 害 に よ る避 難 勧 告 乂 指 示 の 経 験 【あ る
・な い 】

（4）普段 か ら災害・水 害に 備 え て い る こ と 【複数選 択 可 】

（5）水 害 に 関す る 歴 史 や 対 策等 の 矢「「識 の 取得手段 【13 種

類 ・各 5 段 階 】

  真問川 流域 の 治 水 対策 に対す る 認識

（1）各 治 水 対 策 の 存 在 ・役 割 を 知 っ て い る か 【4 段 階】

  各治 水 文」策の 効 果 を知 っ て い る か 【5段 階】

（3）総 合 治 水 対 策 を 知 っ て い るか 【知 っ て る
・知 らな い 】

  河川 との 関 わ りや 水 害 の 危 険 性 に 関す る認 識

（D 河 川 との 関 わ りは 多 い か 【5段 階】

（2）外 水 氾 濫 や 内 水 氾 濫 は 起 こ る と思 うか 【5 段 階】

（3）今後 50 年 問 程 度 の 流 域の 被害発 生 可 能性 【5 段 階】

（4）50 年 確 率 降 雨 の 際 に 予 想 され る 自宅 周 辺 で の 浸水深

【8 段 階 】

（5＞50 年確率降雨 の 際に 予 想 され る 回 答 者への 物 的被害

【6 段 階】

  50年 確 率 降雨 の 際 に 予想 され る 回答 者 へ の 人的 被 害

【4 段階1
（7）豪 雨 災害に よ る被害 の 許 容程 度 に 関 して

【物的 6段 階 ・人 的 4段 階】

5 ．ア ン ケ
ー

ト調査に つ い て

  今後 の 真間川 流域 の 治水対 策 に 関す る意 向

（1＞雨水 浸透マ ス 白宅 設 置 に 対 す る協力 姿勢 【5 段 階 】

（2＞校庭
・公 園貯留や水 田貯留への 協力姿勢 【3 段階】

（1）分析の 視点

治 水 対策 の

存在を認識

個 人 ・地域

　 属性
知 識の 取 得

河 川 や流 域

　 を認識

水 害リス ク　　　　 個 人水 害対

認 知 向上 　　　　　　の 実 施

ハ ード対

（河 川 対 策 ）を

　 希望

ハ
ード対策

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ソフ ト対策
く流域対策）を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を希望
　 希望

  個人 属性

性 別 ・
年齢

・
職業

・
田畑

・
山林等の 所有 ・同居人 数

災 害 時 要 援護者等の 有無 ・
住宅 形式 ・住 宅 や土 地の 所有

開係 ・居 住 年 数

　 こ れ らの 設 問 の 巾 に，図 7 の それ ぞ れ の 項 目に対す る

評価 が 行 え る よ うに した．

（3）調 査 対 象地域 の選 定 及 び ア ン ケート配 布 枚 数

　調 査 を行 うに あた り，真 間川 流域内で 実際に ア ン ケ
ー

トを配 布す る地 域 を選 ぶ こ と と した．

　総 合治水 対 策指定河 川 の 流 域 で は，区城 の 違 い と過 去

の 浸水実績 に よ り，流域内を 3 区域 に 分け，それ ぞれ の

区域 に役割 を持た せ た 治水対 策 を行っ て い る．

図 7　治水対 策が 水害 リス ク認 知 に 与 え る影 響
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表 3　総合治水対策 に おけ る 3 地域 区分

区域 区分 浸 水 区域 非 浸 水 区 域

市 街 化 区 域

市 街 化 調 整 区域

低 地 地 域

遊 水 地 域
保水地域

　調 査 及 び 分析 に あた っ て は，こ の 3 つ の 区分 を明確 に

し た ltで 分 析 を行 う．そ の 為，流域 内 で の 調査 対象 地域

の 選 定 に お い て も，3 つ 地 域 か ら偏 りな くサ ン プ ル が得

られ る よ うに した．地 域 特 性 や 治 水 対策の 現状 を考慮 し

た結 果 と し て ，計 10 の 地 区へ 2，288 票 の ア ン ケートを配

布 し た．な お、回 答 に あ た っ て は、世 帯 を 代 表 され る 方

へ の 回答 を依頼 した。

多い もの を 除 い た後 今 1・1の 分析 に お い て は 792 票 を 有

効回 答票 と して 分析に 利用 す る もの とす る．

　以下 に は 有効回 答表 の 回答者 の 個人 属性 と し て 、性別

と年齢分布 を示 す。

表 4　配 布 地 区一
覧

：：
1 低地 地域A 市川 市 曽谷 6丁 目

・東 国 分1j
．
目 52

2 低地地域 B 市川 市東菅野 4丁 目 289

3 保氷 地 灘 市川 市 中国 分 3丁 目 318

4 保 療 地 域濾i市川 市 曽谷 3丁 目 246
371125

  羈黐 1離 監 83459

  靉鑼 裹噐罅緇 779320

覊 松 戸市 河 原塚 31

8　　　　　 鏖，松 戸市紙敷2丁 目 19
  低地地域C 菅野 四丁 目 180

  低地地域D 東 菅野 三 丁 目 166

　 な
纛

　 　 　 　 困＝792 ］

図 9　 回答 者 の 性 別

肺 回 峇

Oli　　　　　　　 5覧　　　　　　　10詰　　　　　　 15鴇　　　　　　 20鴇　　　　　　 2S鴇　　　　　　 3鳴

1“lt［N−°11
・… ［r／・1・卩
3Uft匚N−92］
40代 困 司 10fio

代 「N一旧3
日0†t「N二22170

代 ［N＝1d4R
・… ／l上 閥 一

6 ，分析結果

　 　 　 　 LN
−
J92 亅

図 10　回 答者の 年齢

　前章 ま で で 得 られ た 真間 川 流域住 民 の 回 答 結果 を も と

に ，こ の 章に お い て は 統 計 的な 分析 を行 い た い と思 う．

　分析 にお い て は 主に 3 っ の 分析 の 視点に沿 っ て行 う，

そ の 流れ を以 下 の 図 に 示 す，

一 一

m

図 8　配 布地 区 位置 図

（4）ア ン ケート配 布及 び 回収 に つ い て

　今 回 の 調 査 に あ た っ て は，地 区 に 応 じ て 配 布 回 収 法 2

通 りに 分 け た．1 通 り目 は 自治会 を 通 して 自治会 内 の 住

民 に 配 布 及 び 同収 を 行 い ，2 通 り R と して 自 ら各対象世

帯を回 るボ ス テ ィ ン グ方法 で 配 布 し，配 布 時 に 同 封 し た

料金受取 人 払 い の 封筒で の 回 収 を行 っ た．

　そ れ ら同収方法 に よ り，合計 899 票 （回 収 率 39，3％）の

囘 答を得 る こ とが 出 来た．そ の 内 ， 無記 入 箇 所 が極 端 に

　 　 　 　 水害 リスク認知 の 形 成 要因 　　 　　 　　 治 水 対 策への 意 向 の 形成 要因

繕蠶〕髏 簸：i〔蠻鋤1
一 一

図 11 分 析 の 流れ

（1）個 々 の 治水対策が 水害 リス ク認知に 与え る影響

　 まず ，千 葉県 の 作 成 し た 真間川 流域 の 浸水想定 区域 図

に 示 され て い る，50 年確率降雨 の 際に 想定され る場所 毎

の 浸水 深 を
”

想定 浸水深
”

と呼ぶ こ とに す る．更 に は，
回答 者 が考 え る 50年確 率 降雨 の 際の 自宅周 辺 で の 浸水深

を
”

予 想 浸水 深
”

と呼ぶ こ とに す る．こ れ らの 浸 水 深 は，
前者 を 客観 的 な リス ク，後者 を主 観的な リス ク と捉える

こ とが 出来 る，

　本研 究 に お い て は 両者 の 差分 を と り，客観 的 リス ク の
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方 が大 き けれ ば過 小 評価，主 観的 リス ク の 方 が大きけれ

ば 過大 評価、両者 が 同 じ で あれ ば 同
一

評価 で ある と捉 え

る．更に 過 小 評 価 と過 大 評 価 の サ ン プ ル の み を抽 出 した

上 で 、それ ら評 価 を 凵的 関 数 と し，どの よ うな要 因 が リ

ス ク評 価 の 要因 に な っ て い る か を探 る た め に，数 量 化 H

分 析 を行 っ た．（分 析 A）

　 説 明 変 数 と して本 研 究 の 分 析 の 視 点 で あ る，個 々 の 治

水 対策の 存在を認 識 して い るか，も し くは ソ フ ト対策を

所 持 や 利 用 して い る か ど うか をア イ テ ム に して ，分析 を

行 っ た も の で あ る，分 析 を 行 っ た ス コ ア の 結 果 を グ ラ フ

化 した も の を 図 10 に 示 す．プ ラ ス が過 小評価 に，マ イ ナ

ス が過 大 評 価 に影 響 す る，相 関比 は 0，341 で あ っ た、

表 5　数量 化 ll類判 別結 果

観測結果
的中率 ：77．1％

過小評価 過大評価
計

判別結果
過大評価 go 35 125

過小評価 27 119 146

言 117 154 271

　 結 果 と して 治 水 対 策 の 存 在 を認 識 す る こ とで ，浸 水 深

を 過 大評価す る対 策 と，浸 水深 を過 小 評 価す る対 策が あ

る こ と が 分 か っ た ．

　 例 え ば，大 柏 川 調 節 池 の 存在 を認 識 す る こ とで リ ス ク

を過小 評価 を す る傾向に あ る こ とが 分か っ た，こ の 理 山

　 つ と し て ，大 柏川 調 節池が 昨年 本格供用 が 始 ま っ た 治

水施設 で あ る為，住 民 が そ の 効 果 を 人 い に 期 待 し て い る

こ との 表れ で ある と予 想 され る。

一D、9　−〔〕．6　−〔L4　
−U、2　 0．O　 O．2　 0、4　 U、6　 0、呂

一

表 6　ア イテ ム の 諸元

区 分 ア イテ ム カ テゴ リ 度数 レ ン ジ
偏 相 関

系数

存在 を認識 上34大 柏川

調節池 知 らない 1371
．286O ．376

河

川

対

策

存在を認識 224
河川 改修

知らない 470
．3060 ．072

存在を認 識 153国 分 川

分水 路 知 らない 1180
．0970 ．026

存在を認識 131区画 整 理

調整池 知 らない 1400
，9800 ，278

校庭貯留
存在を認 識 142流

域

対

策

知らない 1290
．6780 ．190

公 園貯 留
存在を認 識 96

知 らない 1750
．386 σ．lli

雨水浸透マ ス
自宅 に設置 24

非設置 2470
，2160 ，042

利 用 して い る 工9　 WEB
情報 サ

ービス 利用してない 2520
，2680 ，043

利 用 して い る ⊥9　 洪 水

ハ ザードマ ップ 利 用 して ない 2520
，2010 ，035

ソ

フ

ト

対

策

メ
ール配 信

サ
ービス

持 っ て い る 12

持 っ て い ない 2590
．1220 ．Ol6

大切だ 230
水防活 動

大切 で は ない 410
．040O ．010

市街 化 区域 183
区域 区 分

市街 化 調整 区竰 880
．6780 ．185個

人

地

域

属

性

高床 式 住 宅

　 or盛土

行 っ て い る 73

行っ て い ない 1980
．0490 ．Ol5

知っ て い る 60総合治水対

　　策 知 らない 2110
，2650 ，069

ミ烹
一一一

標在を認 1瀧

一
i
−．．一

［
．．．．．

1
旱 娠

当 寵　　 ．隻11ら鱒 擁
＝tS・h　　 存在を認 識 i　　　　 ！

屍 怒 　　　 気1らない
i

　 　 ■

一

置

妾

な

臭
灘

蓋

．
三
余
亘

騨
藻

　

　

　

国
凶

　 り、IIらない 　
「

存在 を認 識

　 矢IIらない

7
芋1・を認 識

　 矢1らな い

玉

　．
■

■．

翠 甼
驚 葺

一
一

　匯 章 　　 存在を認 識

　《 慧
一．一一一

知魂こ孫

暑 嶼 K 　　 自宅 に設 置 i

笹 囃 レ

ヨ写 至　．一壬！用 し．／　1・1・11る
タ 聖 ↓　　利 川 して ない

く，・　tv 　　　詩一・）．い る

鰯 ρ　 持底 瞭 い 、

蓮 益 不1開 し輔

．
…

遷 よ　 禾1阻 ズ ない

　墨 贔 一．一一　 零切だ

　煢 雇 　 大切 oは な い

　饗 tk　　　I1 ∫街 化 区域

　区 区　市街 化調 縫 区 域

禧鋒 ． 行 ・て ・ ・

匚rl｝宕　　 彳亅つ てい ない

ぐ：i≦羅　一．．．　矢1つ ：（7い る　．
　 　 　 　 　 知 らない

一

　 　 ■

一

　 ■

一

i
一

1

■

−

＝

国

　 　 　 　 i
一

　 ツラで ，流域対 策の 存在 を認 識 して い る 人 や，総 合 治

水対策 を知 っ て い る入 は，リス ク を過 大評 価 させ る傾 向

に あ る こ と が 分 か っ た ．こ れ は
， 市街 化 に よ る水 害 の 発

生 メ カ ニ ズ ム と対 策法 を認 識 し て い る為 と捉 え る こ とが

で き，総合治水対 策の 実施が 物理 的 な効 果 意外 に も ， 水

害 リ ス ク 認 知 の 向 Lに 好影 響 を及 ぼ し て い る と考 え る こ

とが 出来 る．

　 ま た，各治水kl策 の 存在を認 識 して い る人 と して い な

い 入 の カ テ ゴ リ ス コ ア の 差 に 注 目す る と，全 体的な 傾 向

と して ハ
ード対策 は レ ン ジ が 大 きくソ フ ト対策は レ ン ジ

が 小 さい こ とが 分 か り，治水施設等 の ハ
ー

ド対策が 住民

の リス ク 認 知 に 及 ぼ す 影響が 大 きい 事 が 分か る ．

（2）水害 リス ク認知 に 関する因 果連鎖図の 把握

　次 に ，水 害 リス ク 認 知 に 関 す る 因 果 連 鎖 図 を 把 握す る

為 に，共 分 散 構 造 分 析 を行 っ た．（分 析 B）共 分散 構 造 分

析 を行 うにあ た っ て は，ly「7 で 示 した 因果連 鎖 図 をモ デ

ル 化 す る こ と を主 眼 に，ア ン ケ
ー

トにお い て 得 た 回 答 の

ク ロ ス 集計 を行い 、そ の 結果 か ら リス ク認 知 が 高 くな る

こ と と相 関 の あ る項 目名を 抽 出 し た。そ の 後 、同 種 の グ

ル
ー

プ 毎 に t 成分 分 析 を 行 い ，1・階 を集 約 化 し た ．主 成

分 分 析の 結果 得 られ た第 1 主成分 ベ ク トル ，固有値，寄

与率 に 関 し て ま と め た もの を 表 6 に 示 す、

一

　 　 ■

図 12　カ テ ゴ リス コ ア の グラ フ
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表 7　主成分 分 析の 結 果

変

数

グ ル ー・ブ
　 名

酬 名
第 ［i：成 ノ♪
ベ クトル

1胡紬 ホ： 寄与率

年ビ

．
高齢

1

O．781
高叶 者Lい る」 1〕．了〔〕6
居住 年 攻L長 い ］ 0．695
職 業 ［定年 無 職者 系］ o．656
水害被災経 験［あ 1り］ o．5臚

個 人属 性
住宅 ［所イ、

’
1 D，44B2

．5《 ：｝．3．05
個
人
・
地

域

属

性

迩 月断「丿丿告指示 受け た与
．
iあ る1 o．356

災要 援考D ない ］ 〔1』3：列
Ir「居 人 攻［多い：

一
〇．25⊥

小 中学生 Lい る1 一D．2現
過 去の 浸水 L捌 ］ D、9ど0
想 定 浸水 深 L深い ： D．67z

地 域属性
区域区分L祠 、窪区 域． O、6572 、49 想 、7．ド

居 f湘 治 体LI・流 II才 体］ o、5bJ
国

  1躙 節池L存在し繭 ］ 0．肥 1

岡　川 分 水 路L存在を認 識 ］ 0、87Uハード対策
刷 川対 策）i

：
II∫川 改 lkLrrrl：臨 甘。剥 0．呂昭

2．6〔1b1 ．90

大 m川 第 1詞 節池1俘在 を葺を〜哉 ］ o．研 2

小 中学校校 遥 貯 ドプL存在を認
．
司 0、79呂

秋 山高1刻．交庭 貯 留「存 右を、．コ、或 」 o．771

治

水

対

策

の

存

在
をい
畝

ハ ・一ド対策

（流域対 策〕
自

．
合台公 園貯 冒 「解 1．奪 認．、、． ｛｝．7【62 、B ・1呂．餝

区画 薦理 調 腎．池 ［存在 を認
一

e．6り6
雨水 浸透 マ ス ［存 在を認 蔵 ］ o．ユ51
メー・ル ヨ．．信 サ ービ ス L存在 を認識： o．867
ネ ッ ト

．1青報ザ ービ ス ．存：在を評
‘
哉1o ．跖 6

ゾフ ト丸 東
洪水 ハ ザードマ ッ プ L存在 を認識二 o．7042

．02O ．「三L

水 1蝣 泥 力．仔 在を認言哉」 O．14L
学 桟 千1事 ・授 業．知 峨を得た」 o．臼26
地 ⊥幻 地区 行半 二知 峨を得ド：二］ o．Sl9行 車や

人伝に

矢「献を

得 る

防 災 ミIII練
．
知識 を得た」 o．7952 ．635z ．69

親 ・親族 σ　舌．知 囲』を得た］ o．660
隣人 ・1吹 の 話 ：知載 を千穿た」 O．・153
新 閏 ．知磯 を得た］ o．82弖

知

成

の

取

得

テ レ ビ［知識 を得た」 o．了94メデ ィア等

の 煉体を

　通 して

知 1哉を得る

書 籍や 雑 誌等 ．知 1改を得た］ o．7踟 2．6呂 53．5・ユ
イン ターネ ッ ト陰」識を得た」 ｛〕．651〕
市の 広 耜

1
缸欠口識を得 た o．579

川 遊 び等 の 体験 「知識 を得 たこ ｛〕．868　「「身の

休験 力 ら

九1蔵 を胥る

水 神様 P石碑 等 ［知識 を得 た o．呂061 ．725 了．仰
体 験 した水害 ［姻 識を彳 ’一1 ｛1．567
川 や親 水 IX：域 へ行 く当：［多 い 二 u．了79阿丿1「との

域 点や

1］わ り

川 沿 い の 道・轎を通る事 ［多
噛、］ o．153L555L ．60

気象水位惜廠 確 認 して る： o．612
河川 沿い の 駿槻L葭要 」 o．呂31

河

川

や

流

域

の

認

誠

河 川 の 水 貝 重 要」 0．了62
言・∫川 の 親水 性 車 要． o．了E7阿 川 や

流 域へ
の 1艾J心 上下 済連騰 した治水L大切」 0、6田

2．3038 ．38

自宅過 去 の 上 地利 用［知 ってる］ 0．316
総治の 内奪 ・役割L知ってる」 0、1呂9
予押   る物 的被害L大］ 0．9ω

自宅 で の

被 害予 態
予 想 rる浸水深 ［大］ 〔L867z 、127 〔1．52
予 想する人 的被害匚大］ o．743

水

盲

リ

ス

ク

副
知

人的被害に つ い て．
予想 被 L7 量 　

ラz鞠 ］
’
室 量

． D．別 6
客観評 価 を

　．1．二回る

被 害予 想

物 的 被弛 に つ い て「
予想

正聖
帚：冫 言

匚
容
み’

害量
D、呂18 レ 1949 ，78

潟水深 1レ想浸水 深 〉 想定浸水 深］ 0、33L
f呈レ丿強化 ：希望］ G．844

河 道椎 備 し珪防か さ上 げ［希望］ ｛1．81ヨ81 、7056 、79河

川

対

策

汀 川 浚漾：希望］ o．537

放水路規 備
開水路式 攷水路「希望 lL85L

トン ネル 型 地 ド放水路［希望］ O．呂511 、・1572 ．36

1匚1負ll・調 整 1 鵡如池〔遊水帥〕［希望］ O．931
調整 廴．希望］ 〔〕．93 ［

1、了386 ．69

雨 水浸 透マ 7 設 置［希亀二 o．793流
域

対
東

浸透 施 設

の 主備
佃 廷公園貯 昏蕭「希望 1 臼．胃 21 ．6655 ．31
透 水．1生舗 耽 道 諮L希望」 o．660
水 旧で の 貯留 ［希望］ o．7縁7保 水 力

の 維 待 雑 木林 や 隔 ：田の 保全 ：希 望1 o．7871
．2・L6 ］．98

』
iし水 に強 い

まちづ くり

住 宅の
一

階 の 床を高 くする ゴ 1∫判 0、呂02
氾 濡琵 険 L也⊥或 の 市街 化抑 制 ［希 望 ］ 0．8021

．29 創 ．30ソ

フ

ト

対

策

棋 水ハザ
ー
ト
「
マ ッ プの 晋及 活用 L希望 ： o．臼44

ソフ ト対策
の 充 実

水 害 llぴの 青報 伝 達f本制強 イヒL希 望〕 O．8752 、157 ⊥．65
水 防活 動の 亢 赳 希望 1 〔〕．8［9

　主 成分分析 を 行 っ た後 に，各変数 に 関 して 得 られ た 値

を潜在変数 と して，共 分 散 構 造 分 析 を行 っ た 結 果 を，図

11 に 示 す．適合度 は CFI＝0．912 ，　 RMSEA ＝0．56 で あ り，比

較的当て は ま り の 良い モ デル が 出来た ，

図 13 害 リス ク 認 知 に 関す る 因 果連 鎖図

　パ ス 係数 の 相対 的な 比 較 よ り考察 を行 う と，　 「個人
・

地 域 属 性 」 が 「水 害 リス ク認 知 」 に与 え る影響は 大 き い

こ とが 分か る．特 に，個人 属 性 （年 齢や居 住 年数等 ）が 与

える影響 は大 き く，過 去の 水 筈経験 や 地 理 的 特性 を知 る

こ と に よ る影 響が 大 きい と考 え られ る．

　
一

方で ，　 「治水 対 策 の 存在 を認 識 」 す る こ と よ る ，
「水害 リス ク認 知 」 へ の 影 響 は小 さ く，且 つ 負の 値で あ

る こ と が 分 か っ た ．し か し
，　 「河 川 硫 域 の 認 識 」 や 「知

識 の 取得G に与え る影響 は大 き く，河 川 や 水 害 へ の 関 心

を高 め させ る効 果 が あ り，因果 連鎖 図 内に お け る重 要 性

は 高い と考 え ら れ る、

（3＞治水対策 へ の意向に 関する 因 果連鎖 図 の把握

　最後 に，治水対 策への 意 向 に 関 す る 因果 連鎖図 を把 握

す る 為に ，共 分散構造分析を行 っ た．（分析 C）

　共 分散構造分析を行 うに あた っ て は，分析 B と同 じ く，
1・「答 を 同 種 の グル

ープ 毎 に 主 成分 分 析 を行 っ て 集 約 化 し

た値 を，各潜在変数 に 投入 した．

　分析結果を図 12 に 示 す．なお，こ ち らの モ デル に 関 し

て も適 合、度 は CFI＝0．912，　 RMSEA＝0．56 で あ り，比 較 的当

て は ま りの 良 い モ デ ル で あ る．

図 14 今 後 の 希望 対策に 関す る 因果 連鎖 図
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　パ ス 係数の 値 よ り，　 「水害 リス ク認 知」 が 高 い 人 は，
河 川 対 策 や 流 域 対 策 な どの ハ

ー
ド対策 を 強 く希 望 して い

る こ とが 分 か る．　 方 で 「河 川 や 流域 へ の 認 識 」 が 高 い

人 は，総合治水対 策 の 核 で あ る ハ
ー

ド対策（流域対策）へ

の 意向が 強い こ と が読 み 取れ る．また，　 「個人 水害対策

を 実施 し て い る 1 人 は ，ハ
ー

ド対 策への 意向は 負 の 値 を

示 して い る
一

方で ソ フ ト対策 へ の 意向は 正 で あ る ．こ れ

らの 結果 よ り，住民は 必 ず し も同様 の 整備 を希望 し て い

る の で は な く，各個人 の 河 川 や 流 域や 水 害に 対す る 考 え

の 違い に よ り，希望 す る整備 の 種類 も違 うこ とが 明 らか

に なっ た．

　 なお ，今 回 行 っ た 共 分散構造 分析 の パ ス 係数の 検 定 結

果に つ い て は ，表 7 に
一

覧で 示す．

表 8　共 分散構造 分析の パ ス 係数の 検定結果

バ ス図 の方 向性 推定 値 標準 誤 差 検定 統計 量 確率

⇒ 治水対策に 関する認 識 000ヰ 000705910554
⇒知識 の 取得 DOO1000105040614

個 人地 域属 性 ⇒河 III流 域への関 心 0004000605920554
⇒ 水宝

リス ク認知 0009001505 呂30560

⇒個 人水 害対 策の 実 施 0001000205920554
⇒知識 の 取得 D3590 ．G57 、1ア5 ＊宕＊

⇒河 III流 域への関心 0 田 300325019 半羊＊治水 対策 の

　存在に

関する認識
⇒水宝

リス ク認知 一〇〇99oo57 一17260084
⇒ 個人水 黨 対策の 実施 DOO3OOGBD40689

⇒河 川流域への関 心 DO7100282552001T
知識の取得 ⇒ 水害リス ク認知

一
〇 〇〇50065 一

〇 〇730942

⇒個 人水 害対 策の 実 施 OOO9000910090313
⇒ 個人水害対策の 実施 ooo3OD1901 呂8085 τ

河 川流域への 関心 ⇒水害 リスク認 知 0156012412630207
個 人 水

里
対策 の 実施 ⇒水

室
リスク認知 354245B144015D

⇒フ
望

リスク認知 05670087653 鬲零＊
⇒’、一ド対 策

「
河川 対 策唐 希望 0213OO782 ．737OOO6

河 川 ・流域 への認 識
⇒ ハ

ー
ド対策硫 域対策）を希塹 046300776024 冨＊＊
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7 ．まとめ

（4）総合考察

　分析 A よ り，河川 対策の 存在 を認 識す る事で ，住 民 は

浸水 リ ス ク を過 小 評 価 す る 傾 向 が あ る が，流 域対 策 や ソ

フ ト対策 を認識 す る事 で 過 大 評 価す る こ とが 分か っ た．
これ ら の 結果 か ら，治水 対策を 行 う上 で は 特定 の 対策 に

偏 らず に 種 々 の 対 策 を組 み 合 わ せ て 行 うこ とで 、物 理 的

な安 全 度 が 向 上 す る と共 に、リス ク認 知 が 高 低 に 偏 りに

く く な る と予 想 され る v 故 に 今後 は、河 川 対 策 等 の 特 定

の 対 策 に 偏 らず、種 々 の 対 策 を 組 み 合 わせ て 治 水 対 策 を

行 っ て い くべ きで あ る と言 え る．

　分析 ll よ り，　 「治水 対策の 存在 認識 」 が 「水 害 リス ク

認 知 」 に 直接 与 え る 影 響 は 小 さい が ，　 「知 識 の 取 得 」 や

「河 川 ・流 域 へ の 認 識 」 に 与．え る影 響 は 大 き く，治 水 対

策 の 存在 を認識 す る事 が水 害 リス ク 認知 形 成 の
一

要 因 と

な る事 を踏 ま え て ，今 後 の 治 水 対 策 の 方 針 を 考 え るべ き

で あ る と言 え る．

　分 析 C よ り， 流域 住 民 「河 川 ・流 域 へ の 認識 」 を 高 め

る こ と で ，総 合 的 な 治 水 対 策 促 進 へ の 賛 同 を 得 る こ とが

期 待 出来 る，故 に，今後 更 に 総合的 な治水 対 策 を促 進 さ

せ て い く為 に は ， 住民 の 河 川 ・流 城 へ の 認識 を よ り深 め る

施 策 を考 え るべ きで あ る と言 え る．

（5）今後の 課題

　 今 回 の 対 象 地 域 は 非 常 に 小 さな 流 域 で あ っ た た め ，今

後 は他 の 都 市河 川 や大河 川 流域で 調 査す る こ とで，結 果

の 適用 範囲 を広 げ る必 要 性 が あ る．

　 ま た，今 回 の 調 査 対 象流 城 に 治 水 ダ ム は無 か っ た が ，
日本 の 治水対 策 に お い て治水 ダム は 無視 出 来な い 為，治

水 ダ ム の 存在す る流域 を対 象 と す る必 要 が あ る．

　更 に ，治 水 対 策の 実際 の 効 果 や 事業完 成年 等 の 多 くの

要 素 を考慮す る こ と で ，よ り正 確な住民 の 意識 を 把握 し，
モ デ ル の 妥当性 の 精査 し た Hで ，更 に 詳 細な分析 を行 っ

て い く必 要 が あ る，

（1）分析 A の ま とめ

a）ハ
ー

ド対策
・水 害 リ ス ク 認 知 に 与 え る 影響が 大 き い．
・
従来型 の 河川 対策は 浸水深 を過 小 評価 させ る傾 向 が あ

る
一方 で 流域対策は 浸水深 を過 大 評価 させ る 傾向 が あ る

と推 測 され る．
b）ソ フ ト対 策
・水 害 リ ス ク認知 に 与 え る影響 は そ れ ほ ど大 き くな い が ，
浸 水 深 を過 小 評 価 させ る傾 向が あ る と推測 され る．
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